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２０１５年度 明治大学法科大学院【二次募集】論文試験問題 

 

【民 法】 

 

問題１ Ｂは、Ａが所有する甲土地を平穏かつ公然に、善意無過失で平成 10年

４月 10日から自主占有を続けていたところ、平成 22年５月 20日にＡが

甲土地をＣに譲渡し、所有権移転登記も経由した。この場合について、

下記の（１）から（３）の各問いに答えなさい。各問いは、独立した問

いである。 

（１）現時点が平成 22年 12月１日であるとして、ＢＣ間の法律関係を適用条

文を示しつつ、判例の立場を前提に説明しなさい。 

（２）問い（１）においてＣが、長年不動産取引に従事していることから民法

にも詳しく、Ｂが平成 10 年４月頃から甲土地を占有してきたことを知っ

ていた場合について検討しなさい。 

（３）問い（２）において、ＣがさらにＤに甲土地を転売し、所有権移転登記

も経由した場合、Ｂ・Ｄ間の法律関係を判例の立場を示した上で検討しな

さい。 

 

問題２ Ｓは、Ｇ社に対し、1000万円の貸金債務を負い、Ｂは、Ｓの負う 1000

万円の貸金債務につき連帯保証人または連帯債務者となる場合について、

下記の（１）から（３）の各問いに答えなさい。解答に際しては、根拠

条文がある場合にはそれを示し、各問いについて①ＢがＳの債務の連帯

保証人である場合と、②ＢがＳとともに連帯債務を負っている場合とに

分けて、答えなさい。 

（１）Ｇ社が、Ｓに対し、時効完成前に「1000 万円支払え」と裁判上の請求

をした場合、Ｂについても時効中断効が生ずるか。 

（２）Ｓが、上記 1000 万円の債務について、消滅時効完成前に債務の承認を

した場合、Ｂについても時効中断効が生ずるか。 

（３）Ｓが、上記 1000万円の債務について、消滅時効完成後に債務の承認を

した場合に、Ｂにもその効果が及ぶか。 

 

問題３ Ａが、甲土地の所有者Ｂから、甲土地を賃借し、甲土地上に乙建物を

新築した。この場合のＡの有する土地賃借権の効力について、下記の（１）

と（２）の各問いに答えなさい。 

（１）土地賃借権の対抗力について、まず民法典上の法制度を示し、次に借  
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地借家法（ただし、定期借地権を除く）では、民法典に比べて、どの部分

が、どのように強化されたのか明らかになるように、根拠条文を示して、

対比検討しなさい。 

（２）土地賃借権の存続期間に関する下記の（ア）と（イ）の場合について、

まず民法典上の法制度を示し、次に借地借家法（ただし、定期借地権を除

く）では、民法典に比べて、どの部分が、どのように強化されたのか明ら

かになるように、根拠条文を示して、対比検討しなさい。 

 （ア）存続期間の定めがある場合 

（イ）存続期間の定めがない場合 

 


